
●取り組み前   
昔ながらのやり方を踏襲し、自分の仕事はきちんとこなすが、それ以外のことに目を向けない、上
司は人や物の管理などに目が行き届かない、という傾向があった。社内研修やヘルスチェックを実
施しても、中間管理職以上はあまり興味を示さず保守的で、新しいことには及び腰。そんな上司の
態度を見て、部下も同じようにふるまってしまうという悪循環に陥っていた。
また、女性社員が出産を機に退職するケースがあり、育児や介護などでキャリアを中断しなくてい
いように環境の整備が必要であった。

●取り組み後   
外部研修や資格取得の支援を行うことによって、社員が「井の中の蛙」から脱却し、意識改革につなげる。その結果、
会社全体・作業全体を俯瞰できるようになり、業務が円滑に進められる。
また、働きやすい環境づくりのため、設備や制度を整理し、社員がより長くより安心して勤められるようにする。

人材確保のための、我が社の取り組み

社員の意識改革と作業環境の改善で、より良い商品を生み出そう！
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きっかけ

取り組みの方法

中間管理職以上に、積極的に外部研修への参加を促し、現在の社会では会社組織がどうなって
いるのか等、外へ目を向けさせる。そして、多様性や柔軟さ、時代の流れなどを学んでもらう。

● 作業環境を良くすることで、作業効率も良くなる。そこで余裕が生まれ、「もの」だけでなく
    「こと」を売るという理想にも近づける。「こと」を売るというのは、当店を選んでいただいた理
    由（物語・価値観など）にお応えするということ。
● 女性、高齢者、障がい者、そして将来的には留学生の雇用も視野に入れているので、誰もが気持
    ちよく働けるような環境づくりを継続して行う。そのためには、旧弊を打破する覚悟も必要。

「余裕があるからこそ、いろんなものが見えてくるのです。余裕がなく時間に追われて
いると、なぜお客様があまたある和菓子屋の中から、当店を選んでくださったのかわ
からなくなるし、もっと素晴らしい商品を創作しようという気力・体力も失ってしま
います。社員が自らの感性を磨く余裕がもてるよう、環境を整えていきたいと思います」

●ポイント ●

ひとこと
コメント

老舗の和菓子屋で、良くも悪くも昔ながらの職人気質が残っており、「良い商品さえつくっていれば、
それだけでいい」という意識があった。ものづくりへの真摯な態度は大切だが、それに加えて、“会社組
織としての在り方” も視野に入れ、必要な改革を行っていかないと、これからの時代は生き残っていけ
ないと危惧するようになった。
また、洋菓子に比べて、和菓子を身近に感じる人口が減っているため、この素晴らしい文化を後世に残
すための取り組みも、ますます重要であると感じている。

たわらやよしとみ

例 1

販売職なら販売士、製造職なら菓子製造技能士など、仕事に役立つ資格の取得を支援して、
キャリアアップをはかってもらう。

例 2

京菓子資料館を開設し、京菓子の伝統や文化を発信しているため、歴史に興味のある人や地域
貢献・文化貢献をしたい人が応募してくれる。インターンシップの実施も地道に続けている。

例 4

育児休暇・介護休暇等の取得、時短、勤務地・シフトの配慮など、子育てや介護を行って
いる社員が気兼ねなく働き続けられるよう支援。また、照明を LEDに替え、明るい室内で
作業がはかどるようにした。

例 3


